
人
身
事
故
も
多
発
し
て
い
た

福
生
駅
西
口
だ
が
、
そ
の
対

策
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
市

営
駐
車
場
の
利
用
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
商
店
街
の
西
口

駐
車
場
の
利
用
は
ど
う
か
。

　
市
長
　
市
営
駐
車
場
は
一

二
月
が
約
二
三
〇
〇
台
、
本

年
一
月
が
二
四
〇
〇
台
で
、

当
初
計
画
見
込
み
は
月
間
五

七
〇
〇
台
だ
っ
た
の
で
、
約

四
〇
％
の
利
用
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
商
工
会
の
臨
時
駐

車
場
は
現
在
も
開
場
し
て
お

り
、
平
場
な
の
で
運
転
に
不

慣
れ
な
方
に
も
使
い
や
す
い

た
め
引
き
続
き
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

路
上
駐
車
が
な
い
、
利
用
し

や
す
い
商
店
街
に
な
る
よ
う

引
き
続
き
地
元
商
店
街
と
協

力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

�

「
福
生
市
の
歌
」
を
　

�
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か

�
　
　
　
　

　
質
問
　
「
市
の
歌
」
は
市

民
が
気
楽
に
口
ず
さ
め
る
と

い
い
が
、
市
の
歌
の
で
き
た

経
緯
、
市
民
は
ど
の
く
ら
い

歌
を
知
っ
て
い
る
か
把
握
を

し
て
い
る
か
、
歌
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
こ
と
が
あ
る
か
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
市
制
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
昭
和
五
五
年

に
レ
コ
ー
ド
を
製
作
し
た
。

市
の
行
事
等
で
歌
を
聞
く
機

会
は
結
構
あ
り
、
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
は
な
じ
み
が
あ
る
と
思

う
。

�

「
市
の
歌
」
を
制
定
し
た

当
初
は
、
広
く
愛
唱
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
小
中
学
校
、

町
会
・
自
治
会
、
社
会
教
育

団
体
等
に
レ
コ
ー
ド
の
無
償

配
布
を
し
た
。

�

現
在
は
市
勢
要
覧
や
わ
た

し
の
便
利
帳
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
歌
詞
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
質
問
　
失
業
率
が
若
干
下

が
っ
た
と
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
依
然
雇
用
情
勢
が
厳
し

い
中
、
特
に
日
本
を
担
う
青

年
が
ど
う
就
労
で
き
る
か
は

大
変
重
要
で
あ
る
。
今
、
地

方
自
治
体
も
雇
用
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
市
は
青

年
の
就
労
実
態
調
査
、
就
労

窓
口
設
置
等
青
年
を
応
援
す

る
施
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
平
成
一
二
年
の
国

勢
調
査
で
、
一
五
歳
か
ら
一

九
歳
の
八
〇
人
、
約
二
・
四
％
、

二
〇
歳
か
ら
二
四
歳
で
一
三

四
人
、
約
三
・
三
％
が
家
事
・

仕
事
に
つ
い
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
若
者
向
け
の
就
職

案
内
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
情
報

の
紹
介
を
引
き
続
き
し
て
い

き
、
ま
た
商
工
会
に
も
働
き

   

福
生
市
の
青
年
の

�

　
　
就
労
実
態
は
ど
う
か

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
　
清
　
議
員

▲銀座通りの商店街に飾られたのれんととうろう

▲千葉県酒々井町の「しすいふれ愛タクシー」

▲牛浜駅のバリアフリー化は？

▲中高生の居場所は（熊川児童館）

▲ハローワークの求人広告（市役所1Fホール）
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交
通
弱
者
の
た
め

�

　
　
福
祉
交
通
網
の
導
入
を

�

　
　
　
　
　
　
　
　
沼
崎
満
子
　
議
員

　
質
問
　
千
葉
県
の
酒
々
井

町
で
は
相
次
ぐ
民
間
バ
ス
の

撤
退
に
タ
ク
シ
ー
よ
り
安
く
、

バ
ス
よ
り
便
利
と
し
て
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
、

好
評
を
得
て
い
る
が
、
当
市

が
検
討
を
進
め
る
福
祉
交
通

網
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

と
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
市
長
　
当
市
は
、
市
域
は

狭
く
比
較
的
公
共
交
通
の
利

便
性
は
高
い
。
一
方
、
坂
が

多
く
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

に
は
行
動
面
で
の
制
約
も
多

い
ま
ち
な
の
で
、
財
政
面
も

含
め
絞
り
込
ん
だ
の
が
福
祉

の
視
点
に
よ
る
交
通
網
整
備

で
あ
る
。
予
約
制
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
な
ど
も
検
討
対
象

と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
高

齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス
等
を
も

と
に
市
の
状
況
に
あ
っ
た
独

自
の
形
を
社
会
福
祉
協
議
会

と
検
討
し
て
い
る
。

�

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

�

　
　
施
策
と
取
り
組
み
は

�

　
　
　
　

　
質
問
　
市
と
市
民
及
び
団

体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
と
強
化
、
情
報
交
換
、
情

報
提
供
な
ど
に
対
し
一
七
年

度
で
予
定
し
て
い
る
施
策
は

何
か
。
ま
た
多
様
な
市
民
活

動
、
社
会
貢
献
活
動
の
支
援

の
た
め
に
考
え
て
い
る
取
り

組
み
は
何
か
。

　
市
長
　
住
み
よ
い
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

情
報
を
市
民
と
行
政
、
ま
た

市
民
や
団
体
等
が
相
互
に
共

有
す
る
た
め
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
新
年
度
に
「
輝

き
市
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
を
予
算
化
し
て
い
る
。

ま
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
多

摩
川
河
川
清
掃
等
多
様
な

社
会
貢
献
活
動
へ
の
支
援

の
取
り
組
み
に
「
市
民
活
動

災
害
補
償
保
険
」
制
度
を
設

置
し
、
安
心
し
て
活
動
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

牛
浜
駅

�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
林
昌
茂
　
議
員

　
質
問
　
平
成
一
二
年
に
交

通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
施
行

さ
れ
福
生
駅
、
拝
島
駅
と
弱

者
に
優
し
い
駅
と
し
て
よ
み

が
え
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の

利
用
が
多
い
牛
浜
駅
も
早
急

な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
望
ま

れ
る
が
、
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
機
会
あ
る
ご
と
に

改
善
を
要
望
し
て
い
る
。

築
後
四
三
年
経
過
し
老
朽

化
等
で
全
面
的
な
建
て
替

え
を
要
す
る
が
、
Ｊ
Ｒ
側

の
優
先
順
位
か
ら
い
く
と
現

時
点
で
は
大
変
厳
し
い
と
し

て
、
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ

な
い
。
今
後
も
費
用
面
等

研
究
し
、
八
王
子
支
社
と
協

議
を
続
け
て
い
き
た
い
。
さ

ら
に
西
多
摩
地
域
広
域
行
政

圏
協
議
会
で
も
要
望
し
て
い

る
の
で
、
関
係
市
町
村
と
も

ど
も
実
現
に
向
け
要
望
し
て

い
き
た
い
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

　
心
理
相
談
員
の
増
員
を

�

　
　

　
質
問
　
学
力
低
下
の
要
因

と
し
て
の
不
登
校
や
い
じ
め

等
の
対
策
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
心
理
相
談
員
が

必
要
で
あ
る
。
小
中
学
校
の

授
業
指
導
補
助
員
と
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心
理
相

談
員
等
の
現
況
と
そ
の
増
員

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
教
育
長
　
小
学
校
へ
の
授

業
指
導
補
助
員
は
、
本
年
度

は
二
五
名
で
あ
る
。

�

心
理
相
談
員
を
学
校
等
に

派
遣
し
て
い
る
が
、
児
童
・

生
徒
の
問
題
行
動
の
多
様
化
、

深
刻
化
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
医
へ
の

診
断
に
つ
な
げ
る
な
ど
計
画

し
て
い
る
。

�

都
へ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
や
派
遣
回
数
の

増
加
を
要
望
す
る
な
ど
充
実

を
図
り
た
い
。

生
き
生
き
と
過
ご
せ
る

�

　
　
居
場
所
を
中
高
生
に

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
南
育
子
　
議
員

　
質
問
　
杉
並
区
な
ど
で
大

型
の
児
童
館
的
な
施
設
で
自

由
に
、
様
々
な
遊
び
に
参
加

す
る
中
高
生
等
を
見
学
し
た
。

福
生
で
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

満
た
せ
る
場
所
が
あ
れ
ば
中

高
生
の
体
験
を
膨
ら
ま
せ
、

主
体
的
な
人
の
育
成
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
、
中
高
生
の

居
場
所
づ
く
り
の
考
え
は
。

�

教
育
長
　
体
育
館
、
図
書

館
等
で
は
各
種
行
事
が
あ
り
、

七
夕
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト

や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
参
加
し
て
い
る
と
聞
く
。

児
童
館
事
業
に
も
積
極
的
に

利
用
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

施
設
面
、
事
業
面
で
中
高
生

が
参
加
で
き
る
場
は
あ
る
が
、

既
存
施
設
の
活
用
拡
大
は
難

し
い
の
で
、
今
後
新
庁
舎
建

設
に
絡
み
空
き
公
共
施
設
が

出
て
き
た
時
点
で
、
全
庁
的

課
題
と
し
て
研
究
し
た
い
。

��
 

「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」

�

　
　
実
施
で
き
な
い
か

�

　
　
　

�

質
問
　
子
供
に
は
自
分
は

大
事
に
さ
れ
る
権
利
が
あ
り
、

守
ら
れ
る
べ
き
人
の
理
解
と

同
時
に
、
自
分
で
自
分
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
と
自
覚
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

対
処
法
を
学
ぶ
た
め
に
Ｃ
Ａ

Ｐ
（
子
供
へ
の
暴
力
防
止
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
を
義
務
教
育
九

年
間
で
必
ず
親
子
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

�

教
育
長
　
自
分
で
自
分
の

安
全
を
守
る
た
め
の
体
験
的

防
犯
学
習
を
積
む
必
要
が
あ

り
、
幾
つ
か
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

あ
る
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
そ
の
一
つ

で
、
子
供
の
自
己
主
張
能
力

を
高
め
る
等
子
供
へ
直
接
対

応
す
る
内
容
で
役
に
立
つ
と

思
わ
れ
る
の
で
、
内
容
等
吟

味
し
、
ど
う
取
り
入
れ
た
ら

よ
い
か
検
討
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

取
り
組
む
場
合
の
支
援
等
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
●
次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ
●

　
　
　
平
成
１７
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日(

水)
　
　
　
　
　
か
ら
６
月
２４
日
（
金
）
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。




